
本
市
は
、
国
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
で

農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
地
方
の
ま
ち

で
す
。

12
月
定
例
会
は
、
雪
の
尾
花
沢
ら
し

く
、
２
日
、
初
雪
と
と
も
に
開
会
さ
れ

た
。今

年
の
米
価
下
落
に
は
、
経
営
規
模

の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
。
そ
の
結
果
が
衆
議
員
解
散
総

●あ●と●が●き

伝
統
の
中
に
気
品
と
優
雅
と
躍
動

感
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
る
、
す
ば

ら
し
い
祭
り
囃
子
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
京
都
の
流
れ
を
組
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
、
三
曲
の
中
に
笛
・

太
鼓
・
三
味
線
の
各
パ
ー
ト
そ
れ

ぞ
れ
の
主
旋
律
が
あ
り
、
構
成
も

し
っ
か
り
し
て
音
楽
的
に
も
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

継
承
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩
の

方
々
、
特
に
昭
和
の
初
め
に
、
楽

譜
に
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
(故
)菅

昂
蔵
さ
ん
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
楽
譜
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
先
人
達
の
祭
り
囃
子

が
再
現
出
来

て
い
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
受
賞

は
保
存
会
と

し
て
進
ん
で

い
く
道
を
明

る
く
照
ら
し

て
く
れ
た
気

が
し
ま
す
。

今
後
は
こ
の
祭
り
囃
子
を
未
来
あ

る
子
ど
も
達
に
継
承
す
べ
く
、
地

域
の
方
々
や
保
存
会
の
指
導
者
と

共
に
取
り
組
ん
で
、
い
つ
か
尾
花

沢
祭
り
囃
子

が
山
形
を
代

表
す
る
祭
り

囃
子
に
な
れ

る
日
を
、
夢

に
見
て
邁
進

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

｢や
ま
が
た
未
来
賞
｣を
受
賞
し
て

尾
花
沢
ま
つ
り
ば
や
し
保
存
会

楽
人

渡

会

邦

夫

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

塩
原
未
知
子

副
委
員
長

青
野

隆
一

菅
野

修
一

五
十
嵐
佳
満

大
類

好
彦

武
田

佳
久

星
川

睦
子

こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人
、
日

本
教
育
公
務
員
弘
済
会
山
形
支
部

よ
り
「
や
ま
が
た
未
来
賞
」
と
い

う
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
嬉
し

く
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。
11
月
下

旬
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
楽
人

の
太
田
指
導
員
と
出
向
き
、
緊
張

の
中
受
賞
し
ま
し
た
。
選
考
委
員

長
の
好
評
の
中
で
、
尾
花
沢
の
伝

統
的
な
祭
り
囃
子
を
地
区
公
民
館

の
活
動
と
し
て
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
、
未
来
あ
る
子
ど
も
達
に

継
承
し
て
い
く
活
動
が
す
ば
ら
し

い
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尾
花
沢
祭
り
囃
子
の
三
曲
は
、

１
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

６
日

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

７
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

８
日

神
奈
川
県
愛
川
町
行
政
視
察
（
来
市
）

10
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

11
日

第
14
回
ま
る
だ
し
尾
花
沢
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
開
会
式

14
日

全
員
協
議
会

「
み
や
ぎ
尾
花
沢
会
｣通
常
総
会
・
懇
談
会（
仙
台
市
）

17
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

24
日

環
境
衛
生
組
合
議
会

定
例
会
・
懇
親
会

25
日

や
ま
が
た
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
大
会（
天
童
市
）

26
日

尾
花
沢
市
消
防
団

第
一
分
団
防
災
訓
練

30
日

全
員
協
議
会

北
村
山
三
市
一
町
議
会
議
員
交
流
会
（
東
根
市
）

４
日

全
員
協
議
会

10
日

臨
時
議
会

11
日
議
会
運
営
委
員
会
行
政
調
査
（
栃
木
県
矢
板
市
、
茨
城
県
大
洗
町
）
〜
12
日

13
日

宮
城
県
加
美
郡
加
美
町

現
地
視
察

16
日

尾
花
沢
新
庄
道
路

開
通
式
・
祝
賀
会

19
日

林
活
研
修
会
（
最
上
町
・
㈲
舟
形
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
）

21
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

25
日

全
員
協
議
会
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

28
日

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

２
日

12
月
定
例
会
（
〜
９
日
）

15
日

環
境
衛
生
事
業
組
合

臨
時
議
会

17
日

全
員
協
議
会

19
日

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

臨
時
会

24
日

北
村
山
公
立
病
院
議
会

定
例
会

10

月

11

月

12

月

選
挙
結
果
に
反
映
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

本
会
議
で
、
改
め
て
「
米
価
下
落
に

対
す
る
緊
急
対
策
措
置
を
求
め
る
意
見

書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
、
提
出
さ
れ

た
。新

た
な
地
方
創
生
法
が
、
真
に
本
市

の
よ
う
な
地
方
の
ま
ち
の
光
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
菅
野

修
一
）



３ ２

12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
な
ど
補
正
予
算
４
件
、
条
例
の
制
定
な
ど
８
件
、
人
事
案
件
２

件
を
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
３
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
の
提
出
は
、
議
会
案
２

件
を
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

12月定例会12月定例会

補正総額3億6,800万円を可決補正総額3億6,800万円を可決補正総額3億6,800万円を可決
補
正
予
算
の
審
議

Q
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

を
活
用
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購

入
配
置
す
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
設
置
台

数
と
、
こ
の
度
の
配
備
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

22
ヶ
所
の
公
共
施
設
に
配

備
し
て
き
た
が
、
今
回
15

台
を
購
入
し
、
地
区
公
民

館
や
保
育
施
設
な
ど
に
配

置
す
る
予
定
で
あ
り
、
市

特
別
会
計
の
補
正

Q
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
補
正
は
基
金
積
立

金
４
千
643
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
年
度
当
初
は
28
万

円
の
基
金
残
高
と
の
こ
と
。

条
例
上
の
基
金
は
い
く
ら

と
さ
れ
て
い
る
か
。
今
年

度
末
の
基
金
の
見
通
し
は

ど
う
か
。
ま
た
、
国
保
会

計
は
農
業
、
自
営
業
や
派

遣
労
働
者
な
ど
が
被
保
険

者
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
法
定
外
の
繰
入
金
も

必
要
で
は
な
い
か
。

A
国
保
会
計
の
条
例
上

の
基
金
は
、
１
億
９
千
万

円
ほ
ど
保
有
す
べ
き
と
さ

れ
て
い
る
。
年
度
末
の
基

金
の
見
通
し
は
870
万
円
ほ

ど
と
見
込
ま
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
社
会
保
険
の
か
ら

み
も
あ
り
、
法
定
内
繰
入

だ
け
で
や
っ
て
き
て
い
る
。

厳
し
い
基
金
残
高
の
な
か

で
、
し
っ
か
り
内
部
精
査

を
行
い
判
断
し
て
い
き
た

い
。Q

中
央
診
療
所
は
待
ち

時
間
が
非
常
に
長
い
と
聞

く
。
内
科
医
師
の
確
保
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
県

立
新
庄
病
院
か
ら
の
内
科

医
師
派
遣
日
の
診
察
日
数

を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。

A
市
内
２
つ
の
医
療
機

関
の
廃
業
や
休
業
の
事
態

で
大
変
支
障
を
き
た
し
て

人
事
案
件

任
期
満
了
に
伴
い
、
後

任
の
委
員
の
任
命
及
び
推

薦
に
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

◎
尾
花
沢
市
教
育
委
員
会

委
員

森
山

千
洋
氏

◎
尾
花
沢
市
人
権
擁
護

委
員

笹
原
慶
一
郎
氏

地域での健康づくりが大事

議
案
の
審
議

債
務
負
担
行
為
補
正

債
務
負
担
行
為
補
正

11
月
臨
時
会

11
月
臨
時
会

◎
花
笠
高
原
施
設
指
定
管

理
料

１
億
494
万
円

◎
徳
良
湖
周
辺
施
設
指
定

管
理
料１

億
１
千
880
万
円

※
い
ず
れ
も
27
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
の
４
年
間

Q
指
定
管
理
料
が
１
年

で
花
笠
高
原
施
設
は
100
万

円
、
徳
良
湖
周
辺
施
設
は

350
万
円
増
え
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

A
花
笠
高
原
施
設
の
管

理
料
が
91
万
８
千
円
増
え

た
の
は
、
小
規
模
な
修
繕

を
指
定
管
理
者
の
方
で
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

徳
良
湖
周
辺
施
設
は
、
小

規
模
修
繕
費
68
万
円
、
花

笠
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

管
理
人
常
駐
を
７
ヶ
月
に

増
や
し
た
こ
と
で
88
万
円
、

光
熱
費
関
係
の
精
査
で
51

万
円
な
ど
の
ほ
か
、
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
の
管
理
日

数
の
増
加
を
見
込
ん
で
106

万
円
と
し
、
合
わ
せ
て
348

万
５
千
円
の
増
で
計
上
し

た
も
の
で
あ
る
。

花笠高原スキー場ゲストハウス

Q
花
笠
高
原
施
設
と
徳

良
湖
周
辺
施
設
の
指
定
管

理
は
公
募
方
式
に
さ
れ
た

が
、
周
知
方
法
と
範
囲
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
公
募
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項
な
ど

を
提
示
し
た
り
、
市
報
へ

の
掲
示
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
募
集
範
囲
は
北
村

山
管
内
に
主
た
る
事
業
所

の
あ
る
企
業
と
し
て
い
る
。

Q
指
定
管
理
の
公
募
の

日
程
と
、
応
募
さ
れ
た
企

業
の
審
査
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

A
公
募
と
審
査
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
11
月
12
日
に

募
集
要
項
の
広
報
を
行
い
、

現
場
説
明
会
な
ど
を
実
施

後
、
12
月
初
旬
か
ら
申
請

書
の
受
付
を
行
う
。
そ
の

後
公
募
者
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
、

選
定
委
員
会
を
開
催
し
、

12
月
下
旬
前
に
指
定
管
理

者
の
決
定
を
し
た
い
。

ま
た
選
定
委
員
会
の
構

成
は
、
民
間
の
方
３
名
ほ

ど
含
め
た
体
制
で
開
催
す

る
。
審
査
対
象
団
体
の
代

表
や
役
員
な
ど
は
審
査
に

関
与
で
き
な
い
規
定
と
な

っ
て
い
る
。

Q
就
労
自
立
給
付
金
等

シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
費
補

助
金
は
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
。

A
生
活
保
護
を
脱
却
す

る
上
で
、
い
ろ
い
ろ
な
資

金
が
必
要
と
の
こ
と
で
、

国
は
26
年
７
月
１
日
に
制

度
改
正
を
行
っ
た
。
１
人

世
帯
で
は
就
労
し
た
際
の

資
金
の
３
割
３
ヶ
月
分
で

上
限
10
万
円
、
人
数
の
多

い
世
帯
で
は
15
万
円
を
限

度
に
支
給
を
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。

生
活
保
護
費
補
助
金

生
活
保
護
費
補
助
金

採
択
さ
れ
た
請
願

◎
平
成
26
年
請
願
第
６
号

日
本
を
「
海
外
で
戦
争

す
る
国
」
へ
と
つ
く
り

変
え
る
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定

の
撤
回
を
求
め
、
立
法

化
に
反
対
す
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て
の
請
願

尾
花
沢
九
条
の
会

代
表

梅
津

保
一

鈴
木
ミ
ツ
エ

◎
平
成
26
年
請
願
第
10
号

田
沢
地
区
の
流
雪
溝
整

備
に
関
す
る
請
願

田
沢
区
長

菅
原

一
美

和
合
区
長

菅
野

誠
治

不
採
択
と
な
っ
た
請
願

◎
平
成
26
年
請
願
第
８
号

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
容
認
す
る
憲
法
解
釈

の
変
更
を
行
わ
な
い
こ

と
を
国
に
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請

願山
形
県
平
和
運
動
推
進

労
働
組
合
セ
ン
タ
ー

議
長

岡
田

新
一

請
願
の
審
査

◎
平
成
26
年
請
願
第
11
号

市
道
大
柳
寺
内
上
線
の

流
雪
溝
設
備
に
関
す
る

請
願

寺
内
第
１
区
長

三
浦

澄
夫

寺
内
第
２
区
長

渡
辺

敏
良

寺
内
第
３
区
長

渡
辺

修
悦

平成26年12月定例会賛否状況
（賛否の分かれた議案のみ掲載、他は全会一致）

小
関

英
子

星
川

睦
子

塩
原
未
知
子

石
塚
ミ
ツ
子

青
野

隆
一

奥
山

格

五
十
嵐
佳
満

菅
野

修
一

武
田

佳
久

大
類

好
彦

須
貝

孝

伊
藤

精
一

鈴
木

敏
正

加
藤

克
彦

菅
根

光
雄

大
類

準
一議案番号 案 件 名 表決の結果

議第64号 平成26年度尾花沢市国民健康保険特別会計
補正予算（第３号） 可 決 ○ － ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度請願第６号
(平成26年９月定例会

継続審査）

日本を「海外で戦争する国」へとつくり変え
る集団的自衛権行使容認の閣議決定の撤回を
求め、立法化に反対する意見書提出について
の請願

採 択 ○ － ○ ○ ○ ○ － × × × ○ × × ○ ○

平成26年度請願第８号
(平成26年９月定例会

継続審査）

集団的自衛権の行使を容認する憲法解釈の変
更を行わないことを国に求める意見書の提出
に関する請願

不採択 × － × ○ ○ ○ － × × × ○ × × ○ ○

議会案第９号

日本を「海外で戦争する国」へとつくり変え
る集団的自衛権行使容認の閣議決定の撤回を
求め、立法化に反対する意見書提出について
の請願

可 決 × － ○ ○ ○ ○ － × × × ○ × × ○ ○

○：賛成 ×：採決で起立しない議員 －：欠席 ／：議長

内
全
公
共
施
設
に
配
備
完

了
と
な
る
。

使
い
方
の
周
知
を
図
る

た
め
消
防
署
と
連
携
を
図

り
、
使
用
講
習
会
を
開
い

て
い
き
た
い
。

い
る
。
内
科
医
師
の
確
保

に
日
医
大
へ
お
願
い
を
再

三
行
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
は
先
が
見
え
て
い
な

い
。
今
後
と
も
確
保
に
努

め
た
い
。
内
科
医
師
派
遣

の
日
数
を
増
や
す
こ
と
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県

と
協
議
を
続
け
て
い
き
た

い
。

除排雪料の追加等除排雪料の追加等除排雪料の追加等



５ 4

東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴って発生した指定廃棄物最終処分場建設問題については、
宮城県内で栗原市、大和町、加美町の３ヶ所の国有地が詳細調査候補地として選定されました。しか
しながら、候補地となった３ヶ所はいずれも水源地であり、その下流域では飲料水や農業用水として
広く活用されていることから、候補地として不適切であると強く反発しています。これらの候補地の
うち加美町は国道347号を介して当市と隣接しており、候補地の箕ノ輪山田代岳からは直線にして銀
山温泉まで約13㎞、山刀伐峠まで約10㎞、市街地まで約20㎞と、極めて近距離にあります。
加美町が最終処分場となれば、尾花沢市が日本一と
自負する「夏すいか」や東北有数の飼養頭数を誇る「雪
降り和牛」、さらには水稲をはじめとする農産物に対す
る安全性が大きく損なわれるのではないかと危惧され
ます。
以上のことから、加美町箕ノ輪山田代岳を指定廃棄
物最終処分場の最終候補地とすることを反対するもの
であります。

◆指定廃棄物最終処分場候補地選定に関する意見書◆

平成26年産米の概算金は、はえぬき１等
60㎏あたりで8,500円の超低水準で設定され、
昨年と比べて2,500円の大幅な下落となって
います。このままでは、農業を基幹産業とする
尾花沢市にとって極めて深刻な影響が危惧され
ます。
今後、さらに稲作農家が来年以降も意欲をも
ち、継続的に作付けができるように、早急に対
策が講じられるよう下記の事項について強く求
めるものであります。

記

１ 米の価格は、市場原理に委ねられる中、年々
価格が下落し農業経営は成り立たなくなって
きているため、国による米の価格補填、米の
需給安定対策を実施すること。
２ 農業経営に展望を持ち、後継者育成ができ
るよう、再生産可能な米価の安定を図るため
の施策を実施すること。
３ 主要用米の消費拡大のため、国民的運動を
効果的に実施すること。

◆米価下落に対する緊急対策措置
を求める意見書◆

この４年間、市民の皆さんにとって、どうすれば分かりやすく、開かれた市議会にできるの
かという「議会改革」や「議会の活性化」について、全議員が積極的に議論を重ねてきました。
その結果、任期中の議員報酬削減（月額１万円）、議会のインターネット中継、議員自ら作成
し、市民に親しまれる「議会だより」の発行などを実施しました。
また、議員定数と報酬問題についても、全員協議会や会派代表者会など30回の協議を行いま

した。大きく分けると、次のような３つの意見が出されました。
①県内でも最低位の報酬は減額するのではなく、人口減少に伴い定数を削減すべきだ。
②常任委員会の構成など議会運営上、これ以上の定数削減は問題がある。議員報酬を削減すべ
きである。

③定数も報酬も現状維持でよい。
一方で、議員年金制度の廃止などもあり、立候補者の減

少が深刻化しています。このために、新たに議員に挑戦し
やすい環境づくりも議会の活性化にとって必要との意見も
多く出され、13市中唯一実施していない「選挙費用の公費
負担」について市長の考えを求めました。これに対し「現
在では、新鶴子ダムの償還があり、実施は困難である。」と
の考えが示されました。
こうした結果を受けて議長は、「選挙を7月に控え、これ
以上先送りはできない。議会として一本化することは困難
である。」ということに集約しました。

特集 議 会 改革議 会 改革議 会 改革

閣議決定は、日本への武力攻撃ではなく「わ
が国と密接な関係にある他国」への武力攻撃で
も、武力行使を可能にしました。「明白な危険
がある場合」の「限定的」なものとしても、そ
の判断は時の政府にまかせられます。さらに、
これまで非戦闘地域に限定してきた自衛隊の
「後方支援」を戦闘地域に拡大し、武器使用につ
いても制限を撤廃しました。「武力行使をして
はならない」「戦闘地域に行ってはならない」と
いうこれまでの二つの歯止めをはずせば、武装
した自衛隊が戦地で攻撃対象となり、戦闘行為
に巻き込まれることも明らかです。以上の趣旨
から次の事項について、意見書を提出いたしま
す。
【項目】
集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、
立法化しないこと。

◆日本を「海外で戦争をする国」へと
つくり変える集団的自衛権行使容認
の閣議決定の撤回を求め立法化に反
対する意見書◆

平成26年11月13日 箕ノ輪山田代岳現地視察

市議会議員選挙公費負担額（1人当たり限度額）
①選挙自動車 ②ポスター

尾花沢市 ０円 ０円
他市の例 451,500円 379,392円
積算基礎 64,500円×7日 2,496円×152箇所

尾花沢市の議員定数の推移
議員任期 議員定数 人口 議員１人当たり人口

昭和34年７月～ 30 31,538 1,051
平成11年７月～ 22 22,681 1,031
平成15年７月～ 20 21,752 1,088
平成19年７月～ 16 20,632 1,290
平成23年７月～ 16 18,787 1,174

近隣市の議員報酬・政務活動費比較表

市町村名 人口 議員
定数

人口1,000人
当たり議員数 議長 副議長 議員 政務活動費

(月額）
東 根 市 47,021 18 0.383 435,000 385,000 360,000 12,500
新 庄 市 37,989 18 0.474 448,000 395,000 370,000 15,000
村 山 市 25,987 17 0.654 435,000 385,000 360,000 10,000
尾花沢市 18,178 16 0.880 405,000 363,000 340,000 5,000

可決された意見書

現在の議会改革は、
経費節減型で進んで
います。このことも
当然ではありますが、
議会機能の弱体化を
招かないことも含め
て、これからも真剣
に考えていかなけれ
ばならない大きな課
題です。

平成24年10月１日



7
人
の
熱
弁

一
般
質
問

万
円
、
ス
イ
カ
で
２
億
円

と
本
市
に
お
け
る
減
少
額

は
、
５
億
８
千
万
円
と
推

計
し
て
い
る
。

Q
宮
城
県
加
美
町
の

「
指
定
廃
棄
物
最
終
処
分

場
」
に
対
し
、
市
議
会
で

は
、
建
設
反
対
の
意
見
書

を
提
出
す
る
が
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考

え
て
い
る
の
か
。

A
本
市
の
農
畜
産
物
や

観
光
誘
客
面
で
の
風
評
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
。
隣
接

自
治
体
や
山
形
県
と
連
携

し
、
危
機
意
識
を
持
っ
て

対
応
す
る
。

７ ６

「
健
康
長
寿
」
尾
花
沢
市
構
築
の
た
め
に

「
健
康
長
寿
」
尾
花
沢
市
構
築
の
た
め
に

小関 英子議員

Q
｢健
康
長
寿
｣の
尾
花

沢
市
構
築
の
た
め
に
、
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
を
見

え
る
形
に
し
、
付
加
価
値

を
付
け
て
も
っ
と
尾
花
沢

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う

｢健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
｣の
導

入
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A
県
で
は
、
平
成
27
年

度
新
規
事
業
で
｢(仮
称
)

や
ま
が
た
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
｣を
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
県
内
で
は
、
既
に

３
市
町
で
独
自
に
実
施
し

て
い
る
。
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
実
施
市

町
の
状
況
や
県
の
動
向
も

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
胃
が
ん
は
日
本
人
が

最
も
多
く
12
万
人
が
発
症

し
、
約
５
万
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
胃
が
ん
の
98
％

は
、
ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
と

さ
れ
、
早
期
発
見
し
除
菌

を
す
れ
ば
発
症
の
リ
ス
ク

軽
減
が
で
き
る
。
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
実
施
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

A
ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ

い
て
は
賛
否
両
論
あ
る
。

日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学

会
で
は
、
｢死
亡
率
低
減

効
果
等
有
効
性
の
エ
ビ
デ

ン
ス
が
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、

対
策
型
検
診
と
し
て
は
推

奨
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

こ
の
検
診
を
計
画
的
な
比

較
試
験
な
ど
の
適
正
な
評

価
を
経
る
こ
と
な
く
拡
大

す
る
こ
と
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。｣と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
の
動

向
を
注
視
し
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

Q
防
災
・
減
災
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
自
主

防
災
会
へ
の
支
援
と
、
冬

季
間
降
雪
時
の
防
災
訓
練

の
予
定
は
あ
る
か
。

A
自
主
防
災
組
織
の
機

能
強
化
と
し
て
、
今
年
度

よ
り
創
設
し
た
防
災
士
資

格
取
得
に
要
す
る
費
用
の

助
成
を
２
つ
の
自
主
防
災

会
で
活
用
さ
れ
、
２
名
の

方
が
防
災
士
の
資
格
を
取

得
し
た
。
こ
う
し
た
補
助

制
度
に
つ
い
て
、
今
後
さ

ら
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
啓

発
に
努
め
た
い
。
冬
季
間

の
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
年
々
増
加
す
る
高
齢

者
の
国
民
健
康
保
険
料
抑

制
の
た
め
に
も
、
温
泉
を

活
用
し
た
心
と
体
の
健
康

づ
く
り
事
業
を
し
て
は
ど

う
か
。

A
元
気
は
市
民
ひ
と
り

ひ
と
り
の
健
康
が
大
事
、

平
成
27
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
県
の
事
業
に
あ
わ

せ
て
、
市
内
の
産
直
店
の

特
産
品
な
ど
の
｢食
｣や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
｢運
動
｣も

合
わ
せ
て
、
尾
花
沢
市
民

全
体
の
心
と
体
の
体
力
づ

く
り
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

Q
客
足
が
震
災
前
に
も

ど
り
つ
つ
あ
る
銀
山
温
泉

の
流
れ
を
、
市
内
全
体
に

波
及
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
特
に
冬
の
観

光
が
注
目
を
集
め
て
い
る

人
気
の
銀
山
温
泉
や
、
花

笠
高
原
ス
キ
ー
場
の
客
足

を
市
内
全
体
に
波
及
さ
せ

る「
冬
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
あ
る
の
か
。

A
ト
イ
レ
や
駐
車
場
の

要
望
も
あ
る
が
、
徳
良
湖

や
商
店
街
、
市
内
周
遊
さ

せ
る
工
夫
を
今
後
し
て
い

く
。
大
崎
市
や
加
美
町
と

国
道
347
の
絆
交
流
の
広
域

マ
ッ
プ
を
作
成
予
定
で
あ

り
、
周
遊
を
う
な
が
す
標

識
や
看
板
な
ど
の
他
、
商

店
街
の
個
店
を
宣
伝
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

た
の
で
、
市
内
だ
け
で
な

く
広
域
に
配
布
で
き
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
く
。

Q
老
朽
化
し
た
空
き
公

共
施
設
や
未
利
用
地
の
積

極
的
活
用
こ
そ
市
の
財
産

に
な
る
。
１
年
間
休
館
に

な
っ
て
い
る
高
齢
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

銀
嶺
荘
は
今
後
ど
う
す
る

の
か
。
ま
た
徳
良
湖
の
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
付
近

の
未
利
用
地
は
ど
う
活

用
し
て
い
く
の
か
。
使

わ
れ
て
い
な
い
期
間
を

出
来
る
だ
け
短
縮
し
て

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
銀
嶺
荘
は
給
湯
の

関
係
で
今
後
の
再
開
に

見
通
し
が
た
た
な
い
。

地
域
と
相
談
し
て
、
廃
止

し
て
い
く
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。
徳
良
湖
の

未
利
用
地
に
関
し
て
は
、

周
辺
全
体
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
策
定
も
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
維

持
管
理
も
含
め
検
討
し

て
い
く
。

元
気
な
尾
花
沢
は

元
気
な
尾
花
沢
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
か
ら

ひ
と
り
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
か
ら

塩原未知子議員

Q
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策

は
本
市
経
済
に
ど
の
よ
う

な
恩
恵
が
あ
っ
た
の
か
。

A
市
税
収
入
な
ど
に
大

き
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
状

況
に
は
至
ら
ず
、
一
般
財

源
の
増
加
も
難
し
い
た
め
、

大
変
厳
し
い
財
政
運
営
が

見
込
ま
れ
る
。

Q
羽
州
街
道
猿
羽
根
峠

の
現
状
と
今
後
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

A
福
原
ふ
る
さ
と
歴
史

保
存
会
が
実
施
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
の

参
加
者
か
ら
、
羽
州
街
道

の
荒
廃
ぶ
り
を
伺
っ
て
い

る
。
本
市
に
は
｢歴
史
の

道
｣と
い
わ
れ
る
遺
構
が

多
く
、
全
体
の
検
証
作
業

を
行
い
、
今
後
の
整
備
方

旧
荻
袋
小
を

旧
荻
袋
小
を

｢雪
と
ス
イ
カ
と
花
笠
の
館
｣に
で
き
な
い
か

｢雪
と
ス
イ
カ
と
花
笠
の
館
｣に
で
き
な
い
か

青野 隆一議員

Q
市
報
に
チ
ラ
シ
等
の

配
布
物
が
多
い
こ
と
か
ら
、

区
長
や
隣
組
長
の
負
担
が

大
き
く
、
配
布
物
を
減
ら

し
、
市
報
に
掲
載
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

A
お
知
ら
せ
版
の
活
用

を
最
優
先
と
す
る
と
と
も

に
、
回
覧
板
活
用
の
拡
大

や
チ
ラ
シ
の
両
面
活
用
な

ど
を
徹
底
し
、
関
係
課
連

携
の
も
と
、
区
長
や
隣
組

長
の
負
担
軽
減
に
向
け
て

対
処
し
て
い
き
た
い
。

Q
平
成
27
年
度
の
介
護

保
険
制
度
改
正
に
伴
い
介

護
予
防
給
付
と
し
て
行
っ

て
い
る
｢通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
｣と
｢訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
｣の
２
種
類
の
給
付

が
地
域
支
援
事
業
(新
し

い
総
合
事
業
)に
移
行
し
、

介
護
保
険
特
別
会
計
の
な

か
で
尾
花
沢
市
が
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
る
が

ど
う
対
処
し
て
い
く
考
え

か
。
ま
た
、
家
事
援
助
な

ど
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
。A

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
低
下
を
き
た
さ
ぬ
よ
う

努
め
て
い
く
。

要
支
援
１
、
２
の
方
へ

の
家
事
援
助
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
と
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
の
協
議
を
行
い
、

地
域
の
実
情
の
把
握
に
努

め
、
効
果
的
・
効
率
的
な

事
業
実
施
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

市
報
折
込
み
チ
ラ
シ
の
削
減
を

市
報
折
込
み
チ
ラ
シ
の
削
減
を

大類 好彦議員

７
人
の
熱
弁

一
般
質
問

おいしい山形空港 冬のキャンペーンHP

Q
他
の
自
治
体
で
は

｢敬
老
商
品
券
｣を
発
行
し
、

地
元
商
店
街
の
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ

る
。
各
地
区
の
敬
老
会
の

際
に
｢敬
老
商
品
券
｣を
贈

呈
し
て
は
ど
う
か
。

A
祝
い
品
の
購
入
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
の
観
点
か
ら
、
地

元
か
ら
の
調
達
に
留
意
し

て
い
る
。
今
後
と
も
喜
ば

れ
る
も
の
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。多すぎるチラシ(12月15日号)

羽州街道

健康長寿体操

法
を
検
討
す
る
。

Q
旧
荻
袋
小
体
育
館
を

雪
室
に
し
て
、
米
、
ス
イ

カ
、
そ
ば
な
ど
の
食
材
保

管
供
給
施
設
と
す
る
。
校

舎
は
、
①
花
笠
踊
り
に
関

す
る
資
料
展
示
や
映
像
、

実
演
の
披
露
②
ス
イ
カ
に

関
す
る
研
究
や
商
品
開
発

③
雪
冷
房
な
ど
の
克
雪
や

親
雪
情
報
を
全
国
へ
発
信

す
る
｢雪
と
ス
イ
カ
と
花

笠
の
館
｣と
し
て
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

A
旧
荻
袋
小
は
、
地
方

創
生
に
関
連
す
る
活
用
や

産
業
活
性
化
の
視
点
か
ら

幅
広
く
検
討
す
る
。
｢雪

と
ス
イ
カ
と
花
笠
の
館
｣

構
想
は
、
大
変
貴
重
な
提

言
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

Q
米
価
下
落
な
ど
に
よ

る
本
市
の
農
家
収
入
は
前

年
対
比
で
ど
の
く
ら
い
減

少
す
る
の
か
。

A
米
価
下
落
で
２
億
１

千
万
円
、
米
の
直
接
支
払

交
付
金
半
減
で
１
億
７
千
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Q
26
年
産
米
価
概
算
金

が
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
下

落
設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に

米
の
直
接
支
払
交
付
金
の

半
減
や
変
動
補
填
金
が
廃

止
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
さ

ら
に
円
安
に
よ
る
生
産
資

材
及
び
燃
油
な
ど
の
値
上

が
り
が
稲
作
農
家
へ
の
追

い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
ど
う
対
応
し
、

農
業
と
農
業
者
を
守
り
、

展
望
を
拓
い
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
市
と
し
て
追
加
払

い
を
村
山
市
、
大
石
田
町

と
共
同
歩
調
を
と
り
、
Ｊ

Ａ
み
ち
の
く
村
山
へ
要
請

し
て
は
ど
う
か
。

A
国
で
は
農
地
の
集
約

化
な
ど
に
よ
る
米
の
生
産

コ
ス
ト
４
割
削
減
を
掲
げ

て
い
る
が
、
資
材
費
の
高

へ
要
望
し
て
い
る
が
、
見

通
し
は
ど
う
か
。

A
｢す
い
か
選
果
施
設

の
更
新
｣を
平
成
27
年
度

の
本
市
重
要
事
業
と
位
置

付
け
、
先
進
技
術
の
導
入

や
海
外
輸
出
な
ど
を
視
野

に
入
れ
て
、「
強
い
農
業

づ
く
り
交
付
金
｣事
業
の

採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
。

Q
11
月
の
子
牛
１
頭
平

均
価
格
が
60
万
円
に
迫
る

過
去
最
高
値
を
つ
け
て
い

る
。
天
井
知
ら
ず
の
子
牛

価
格
の
高
騰
は
肥
育
生
産

者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
。
子
牛
生
産
を
増
や
し

て
い
く
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

A
牛
価
格
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
、
和
牛
繁
殖
雌

牛
導
入
事
業
等
を
活
用
し
、

平
成
25
年
度
に
は
、
繁
殖

牛
34
頭
を
増
頭
し
て
お
り
、

平
成
26
年
度
に
は
37
頭
の

増
頭
を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

本
市
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

菅野 修一議員

議
員
定
数
削
減
と
常
任
委

議
員
定
数
削
減
と
常
任
委

員
会
の
再
編
取
り
組
み
に

員
会
の
再
編
取
り
組
み
に

つ
い
て

つ
い
て

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

議
員
定
数
15
人
の
時
は

３
常
任
委
員
会
の
構
成
は

そ
れ
ぞ
れ
５
名
と
し
た
が

平
成
23
年
、
さ
ら
に
議
員

定
数
を
13
名
に
削
減
し
た

こ
と
に
よ
り
、
１
議
員
が

２
つ
の
常
任
委
員
に
所
属

す
る
複
数
所
属
制
の
条
例

を
制
定
し
、
現
在
に
い

た
っ
て
い
る
。
現
在
総
務

常
任
委
員
会
が
８
名
、
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
が
９

名
、
建
設
経
済
常
任
委
員

会
が
９
名
で
素
晴
ら
し
い

運
営
に
感
心
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

Q
福
祉
や
社
会
保
障
の

充
実
を
図
る
目
的
で
消
費

税
を
８
％
に
し
た
。
地
方

消
費
税
交
付
金
は
ど
う
配

分
さ
れ
、
地
方
交
付
税
に

は
ど
う
反
映
さ
れ
る
の
か
。

A
本
市
へ
の
地
方
消
費

税
交
付
金
の
配
分
が
反
映

さ
れ
る
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ

が
あ
り
、
今
年
度
当
初
福

祉
関
連
予
算
は
、
前
年
度

対
比
２
千
万
円
（
９
・
４

％
）
増
と
し
た
。
ま
た
、

交
付
税
特
別
会
計
へ
の
繰

り
出
す
割
合
が
、
29
・
５

％
か
ら
22
・
３
％
に
下

が
っ
た
た
め
、
地
方
交
付

税
の
伸
び
は
期
待
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。

Q
燃
料
費
の
高
騰
が
続

き
、
本
格
的
な
冬
が
到
来

す
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
に

引
続
き
福
祉
灯
油
券
を
発

行
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A
５
年
前
の
灯
油
価
格

と
比
較
し
て
１
・
６
倍
で
、

高
齢
者
等
の
低
所
得
世
帯

に
は
厳
し
い
状
況
と
理
解

し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

灯
油
価
格
の
推
移
と
気
象

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

昨
年
同
様
、
早
め
の
対
応

を
検
討
す
る
。

Q
来
年
度
の
国
保
財
政

や
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
保
険
料
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
う
。

A
国
保
税
の
税
率
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
基
金
残

高
や
医
療
費
動
向
に
も
注

視
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
第
５
期
の
４
千

76
円
よ
り
も
上
が
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
本
市
と
隣
接
す
る
加

美
町
田
代
岳
山
頂
に
指
定

廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設

の
計
画
が
あ
る
。
地
す
べ

り
地
帯
で
強
い
や
ま
せ
の

吹
く
場
所
が
、
８
千
ベ
ク

レ
ル
以
上
の
高
濃
度
放
射

能
を
含
む
ゴ
ミ
の
焼
却
炉

建
設
埋
立
地
と
な
る
。
特

に
農
産
物
等
へ
の
実
害
や

健
康
被
害
な
ど
大
き
な
不

安
を
与
え
る
た
め
、
市
民

に
周
知
し
、
国
、
県
に
対

し
て
意
見
を
申
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A
宮
城
県
内
で
は
降
雪

期
を
迎
え
る
た
め
、
年
内

調
査
を
見
送
る
と
の
こ
と

だ
が
、
近
隣
す
る
自
治
体

や
山
形
県
と
も
連
携
し
、

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

危
機
意
識
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
く
。

放
射
能
指
定
廃
棄
物
処
分
場
建
設
阻
止
を

放
射
能
指
定
廃
棄
物
処
分
場
建
設
阻
止
を

石塚ミツ子議員

Q
老
朽
化
し
て
い
る
保

育
園
の
建
設
計
画
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
将
来
的
な
人
口
推
移

や
保
育
所
入
所
児
童
数
を

検
証
し
、
平
成
22
年
10
月

に
策
定
さ
れ
た
｢保
育
園

民
営
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣

に
基
づ
く
民
営
化
、
統
廃

合
な
ど
、
民
間
保
育
所
運

営
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討

す
る
。

Q
少
子
化
に
伴
い
、
今

後
の
保
育
事
業
は
ど
の
よ

う
に
見
直
し
す
る
の
か
。

A
少
子
化
に
よ
り
変
化

す
る
現
状
を
見
極
め
な
が

ら
、
家
庭
・
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
保
育
、
多
様
な

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

質
の
高
い
保
育
の
提
供
に

努
め
て
い
き
た
い
。

方
法
と
考
え
て
い
る
。

Q
海
外
か
ら
の
観
光
客

に
対
応
し
た
観
光
案
内
板

の
表
示
等
を
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

A
銀
山
温
泉
で
は
、
平

成
21
年
度
に
山
形
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、
外
国

人
用
案
内
看
板
を
作
成
し
、

英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語

に
対
応
し
た
。
そ
の
他
の

観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、

外
国
人
の
利
用
状
況
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
協
議
し
て
検
討
す
る
。

今
後
の
保
育
園
の
整
備
は
ど
う
か

今
後
の
保
育
園
の
整
備
は
ど
う
か

大類 準一議員

7
人
の
熱
弁

一
般
質
問

玉野保育園

12月13日 加美町の現場視察

ＪＡみちのく村山のすいか選果機

Q
国
道
347
号
の
整
備
に

伴
な
い
、
産
業
振
興
と
交

流
事
業
の
拠
点
と
な
る
施

設
や
機
構
を
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か
。

A
本
市
の
観
光
の
中
心

で
あ
る
銀
山
温
泉
や
徳
良

湖
、
花
笠
高
原
な
ど
の
市

内
周
遊
か
ら
産
業
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
重
要
と
捉

え
て
い
る
。
拠
点
施
設
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
の

通
年
通
行
に
よ
る
交
通
量

の
動
向
を
踏
ま
え
、
関
係

機
関
と
検
討
し
た
い
。

Q
徳
良
湖
周
辺
の
新
た

な
土
地
購
入
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
活
用
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

A
平
成
12
年
度
に
徳
良

湖
周
辺
環
境
整
備
基
本
計

画
を
策
定
し
て
か
ら
10
数

年
経
過
し
て
お
り
、
関
係

課
と
協
議
す
る
必
要
が
あ

る
。
｢市
民
ガ
ー
デ
ン
｣と

し
て
散
策
で
き
る
よ
う
整

備
す
る
の
が
、
経
費
や
景

観
保
全
の
面
か
ら
も
良
い

騰
に
よ
り
増
加
に
な
る
と

の
懸
念
が
あ
る
。
国
の
施

策
に
よ
っ
て
農
業
が
衰
退

し
な
い
よ
う
、
国
、
県
に

対
し
、
支
援
策
を
求
め
て

い
き
た
い
。
追
加
払
い
の

要
請
に
つ
い
て
は
、
販
売

戦
略
な
ど
で
出
荷
農
家
に

プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
進

め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Q
夏
す
い
か
生
産
量
日

本
一
の
尾
花
沢
す
い
か
ブ

ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
、
老

朽
化
し
た
選
果
施
設
プ
ラ

ン
ト
の
更
新
事
業
を
国
県

矢
板
市
議
会
は
、
平
成

19
年
に
議
会
定
数
を
22
人

か
ら
16
人
に
削
減
し
た
。

そ
し
て
、
三
つ
の
常
任
委

員
会
(総
務
、
文
教
厚
生
、

経
済
建
設
)を
二
つ
の
常

任
委
員
会
(総
務
文
教
、

厚
生
経
済
建
設
)に
再
編

し
た
。

こ
の
議
会
改
革
を
行
う

た
め
、
平
成
17
年
に
全
議

員
で
構
成
す
る
議
会
改
革

特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

検
討
課
題
を
①
定
数
問

題
②
報
酬
問
題
③
政
務
調

査
費
問
題
と
定
め
、
計
７

回
の
議
会
改
革
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
３
件
の
全

て
に
結
論
を
出
さ
れ
て
い

る
。
定
数
問
題
に
つ
い
て

は
、
４
回
の
特
別
委
員
会

を
開
く
中
で
集
中
審
議
さ

常
任
委
員
会
の
複
数
所
属

常
任
委
員
会
の
複
数
所
属

性
と
議
会
改
革
に
つ
い
て

性
と
議
会
改
革
に
つ
い
て

大
洗
町
議
会
は
、
平
成

23
年
に
議
員
定
数
を
15
人

か
ら
13
人
へ
削
減
し
て
い

る
。平

成
19
年
の
議
員
改
選

を
契
機
と
し
て
、
｢開
か

れ
た
議
会
・
信
頼
さ
れ
る

議
会
を
つ
く
る
｣議
会
改

革
に
取
り
組
ん
だ
。
議
会

改
革
等
特
別
委
員
会
を
設

置
せ
ず
に
、
全
て
議
員
全

員
協
議
会
の
協
議
で
決
定

れ
、
約
１
ヶ
月
後
、
議
員

定
数
16
人
に
削
減
と
、
３

常
任
委
員
会
を
２
常
任
委

員
会
へ
の
改
編
を
決
定
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
常
任

委
員
会
の
所
管
配
分
が
難

し
く
、
現
在
も
模
索
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

委
員
長

菅
野

修
一

7
人
の
熱
弁

一
般
質
問

議
会
改
革
行
政
調
査

栃
木
県
矢
板
市
議
会

茨
城
県
大
洗
町
議
会
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

北
海
道
新
得
町

【定
住
住
宅
建
設
促
進
事

業
に
つ
い
て
】

住
宅
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
て
い
る
た
め
、
民
間
活

力
を
導
入
し
た
の
が
成
功

の
秘
訣
。
町
営
住
宅
を
建

設
し
て
も
維
持
管
理
費
は

必
要
。
町
営
住
宅
を
縮
小

し
て
維
持
経
費
を
圧
縮
し
、

そ
の
分
を
助
成
金
に
利
用
。

個
人
13
名
、
法
人
10
社
の

事
業
実
績
が
あ
り
、
入
居

率
は
ほ
ぼ
100
％
。
空
き
が

出
て
も
す
ぐ
入
居
す
る
人

が
い
る
。
尾
花
沢
市
も
空

き
ア
パ
ー
ト
・
空
き
家
が

増
え
て
お
り
、
活
用
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

【持
家
等
住
宅
建
設
促
進

事
業
に
つ
い
て
】

住
宅
を
建
築
し
た
場
合
、

祝
い
金
を
交
付
。
町
内
業

者
施
行
50
万
円
。
町
外
業

者
施
行
30
万
円
。
町
内
限

定
の
商
品
券
を
交
付
。
平

成
19
年
か
ら
25
年
ま
で
101

戸
の
実
績
。
定
住
対
策
に

委
員
長

大

類

好

彦

【三
条
市
】

生
き
が
い
・
就
労
の
場

の
創
出
の
視
点
か
ら
、｢健

幸
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
｣を

実
施
し
て
い
る
。
市
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
や
生
涯
学
習

講
座
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
へ
の
参
加
者
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン

ト
数
に
応
じ
て
地
元
商
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
内
容

で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
全

庁
的
な
連
携
が
図
ら
れ
て

お
り
、
市
民
全
体
を
巻
き

込
ん
だ
多
様
な
仕
組
み
づ

く
り
を
可
能
と
し
て
い
る
。

【草
津
町
】

二
次
予
防
事
業
と
し
て
、

65
才
以
上
の
全
町
民
に
対

し
て
「
に
っ
こ
り
健
診
問

診
票
」
を
配
布
回
収
し
、

通
所
型
や
訪
問
型
介
護
予

防
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

一
次
予
防
事
業
と
し
て
は
、

町
内
各
地
区
に
出
向
く
高

齢
者
招
待
食
事
会
、
ス
マ

イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、

高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

【山
之
内
町
】

平
成
21
年
度
に
｢地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
｣を
策
定
し
、雪
氷
熱
の

活
用
で
は
、
駐
車
場
に
500

ｔ
の
雪
山
を
作
り
、
６
月

か
ら
８
月
の
イ
ベ
ン
ト
に

活
用
し
て
い
る
。
雪
冷
熱

利
用
農
産
物
等
貯
蔵
施
設

で
は
、玄
そ
ば
、地
元
野
菜
、

牛
肉
、
り
ん
ご
な
ど
を
貯

蔵
し
、
付
加
価
値
を
つ
け

た
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

【上
越
市
】

｢ゆ
き
の
ま
ち
未
来
館
｣

の
伊
藤
親
臣
さ
ん
は
、「
雪

は
、
冷
房
・
冷
蔵
の
他
に

人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
役

割
も
持
っ
て
い
る
。
地
域

の
負
担
を
エ
ン
ジ
ン
に
変

え
、
雪
室
で
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
経
済
活
動
に
結
び

つ
け
て
い
き
た
い
。」
と

熱
く
語
っ
た
。
特
に
安
塚

中
学
校
の
雪
冷
房
施
設
は
、

本
市
の
庁
舎
改
築
に
も
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
。

【南
幌
町
／
｢稲
わ
ら
ペ
レ

ッ
ト
｣利
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
】

○
稲
わ
ら
燃
料
と
し
て
成

立
さ
せ
る
た
め
、
町
内
で

熱
需
要
の
多
い
施
設
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
、
役
場
庁
舎
、

南
幌
温
泉
に
つ
い
て
、
需

要
量
の
具
体
的
な
検
討
を

行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
年
間
通
じ

て
需
要
が
あ
る
南
幌
温
泉

へ
の
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
が

最
適
で
あ
る
と
判
断
に
至

る
。

○
南
幌
温
泉
稲
わ
ら
ペ
レ

ッ
ト
の
取
り
組
み

稲
わ
ら
は
、
機
械
に
よ

り
ロ
ー
ル
状
態
で
収
集
す

る
。
収
穫
状
況
に
、
原
料

の
８
割
程
度
が
ペ
レ
ッ
ト

と
し
て
製
品
化
で
き
る
。

【栗
山
町
／
移
住
・
定
住

｢ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
｣担
い

手
対
策
事
業
】

町
、
農
協
、
改
良
区
が

一
体
と
な
り
、
平
成
16
年

に
役
場
内
に
設
立
し
た
、

農
業
振
興
公
社
は
、
ま
ち

の
農
業
の
構
造
改
善
と
担

い
手
づ
く
り
を
主
と
す
る
。

①
農
地
流
動
化
の
円
滑
な

推
進
と
促
進

②
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業

③
地
域
を
担
う
人
材
育
成

と
新
規
就
農

④
営
農
に
関
す
る
情
報
の

提
供
と
農
業
生
産
法
人

の
育
成
な
ど

｢帯
広
市
／
新
規
就
農
者

受
け
入
れ
事
業
｣

①
住
居
の
確
保

町
の
旧

教
員
宅
を
改
善
し
活
用

②
通
年
研
修
の
試
み

・
農
業
生
産
法
人
へ
の
研

修
・
夏
は
北
海
道
、
冬
に
は

鹿
児
島
で
通
年
研
修
等

③
青
年
就
農
給
付
金
の
活

用

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

青

野

隆

一

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

五
十
嵐

佳

満

北
村
山
広
域
行
政
組
合
議
会

北
村
山
広
域
行
政
組
合
議
会

12
月
19
日
村
山
市
議
会

議
場
で
臨
時
会
を
開
き
、平

成
26
年
度
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
を
原
案
通
り
可

決
し
た
。補
正
予
算
の
主
な

も
の
は
人
事
異
動
や
人
事

院
勧
告
に
準
じ
た
一
般
職

員
の
給
料
改
定
に
伴
う
人

件
費
の
補
正
、視
聴
覚
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

管
理
シ
ス
テ
ム
用
サ
ー
バ

ー
の
故
障
に
よ
る
借
り
上

げ
料
な
ど
、合
計
64
万
円
を

追
加
し
総
額
を
１
億
563
万

円
と
し
た
。任
期
満
了
に
と

も
な
う
教
育
委
員
人
事
で

東
根
市
教
育
長
の
高
橋
一

郎
氏
を
再
任
し
閉
会
し
た
。

北
村
山
公
立
病
院
議
会

北
村
山
公
立
病
院
議
会

定
例
会
が
12
月
24
日
に

開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度

事
業
会
計
補
正
予
算
、
組

合
を
構
成
す
る
３
市
１
町

の
負
担
金
補
正
、
同
病
院

一
般
職
の
給
与
条
例
の
一

部
改
正
の
３
議
案
を
原
案

通
り
可
決
し
た
。

事
業
会
計
補
正
予
算
で

は
、
上
半
期
(４
〜
９
月
)

の
状
況
も
踏
ま
え
、
年
間

の
入
院
患
者
数
を
当
初
比

２
千
818
人
減
の
９
万
２
千

82
人
、
外
来
患
者
数
を
６

千
829
人
減
の
10
万
６
千
631

人
と
見
込
ん
だ
。
こ
れ
に

伴
っ
て
、
事
業
収
益
は
１

億
438
万
円
減
の
52
億
２
千

713
万
円
、
事
業
費
用
は
６

千
844
万
円
減
の
57
億
１
千

204
万
円
に
補
正
し
、
４
億

８
千
490
万
円
の
赤
字
見
込

み
と
な
っ
た
。

な
ぜ
患
者
数
が
減
少
す

る
の
か
と
い
う
質
問
に
対

し
、
外
科
医
の
減
員
、
開

業
医
の
増
加
、
人
口
減
少

な
ど
が
主
な
原
因
で
あ
り
、

今
後
医
師
の
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
各
市
町
の
負
担

総
額
は
、
院
内
保
育
所
の

利
用
者
数
増
な
ど
に
よ
り

150
万
円
減
の
５
億
６
千
734

万
円
と
な
っ
た
。

尾花沢市大石田町環境衛生事業組合議会尾花沢市大石田町環境衛生事業組合議会

※外壁等の色は、詳細協議により決定致します。

■建設場所 尾花沢市大字毒沢地内

最上川最上川
建設予定地

効
果
が
出
て
お
り
、
人
口

維
持
の
要
因
に
な
っ
て
い

る
。
建
設
業
者
・
商
店
街

に
も
良
い
事
業
で
あ
る
。

【地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て
】

新
得
町
で
は
、
協
力
隊

員
を
12
名
も
委
嘱
し
て
お

り
、
農
業
・
林
業
・
福
祉

な
ど
の
業
務
を
行
い
、
農

業
･林
業
･介
護
の
仕
事
を

習
得
し
、
定
住
で
き
る
ベ

ー
ス
を
築
い
て
い
る
。
尾

花
沢
市
の
よ
う
に
イ
ベ
ン

ト
の
補
助
員
の
よ
う
な
や

り
方
は
定
住
に
繋
が
り
に

く
く
、
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。

◎工 期 平成26年５月８日～平成28年11月25日
◎処理能力 35KL／日（内 し尿４KL／日・浄化槽

汚泥25kL／日農集排汚泥６KL／日）
◎処理方式 水処理：浄化槽対応型脱窒素処理方式

資源化：助燃剤化（含水率70%以下）
◎工 事 費 1,198,800千円
◎交 付 金 環境省 循環型社会形成推進交付金
◎施工管理 株式会社エイト日本技術開発東北支社
◎本体施工 水ing株式会社東北支社

■汚泥再生処理センター建設工事概要

新しい施設は、高度な水処理で行うなど、環境面に配慮したシステムを採用します。
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